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今月の活動報告 

 今月は、ふるさと納税の業務を行う「十勝しみず物産振興機構」への業

務の引継ぎが始まりました。私が行っている事務仕事の引継ぎだけではな

く「清水町のふるさと納税に関する考え方」についても、しっかりと共有

していきました。 

 改めて、人に仕事内容や清水町のふるさと納税の現状を伝えていくこと

で、私自身の思考も整理されて、ふるさと納税を取り巻く課題のようなも

のが見えてきました。 

 清水町のふるさと納税は人気の返礼品があることもあり、近年は寄附額

が伸びています。これは、「全国区の商品が清水町にある」という喜ばしい

ことであると同時に、その返礼品がふるさと納税の大半のウエイトを占め

ているという事実もあります。嬉しいことではありますが、ここで満足せ

ずに、この返礼品によって清水町を知ってもらった方に、別の返礼品や清

水の魅力を更に PRしていく必要があると思いました。 

  

 地域おこし協力隊の仕事としては、Instagram と line を運用していくこ

とになりました。Instagramに関しては、私が個人で運用していた清水町の

協力隊アカウントをそのまま３名で使うことにしました。Line の清水町ア

カウントに関しては、新たに赴任した協力隊の方が発起人となり、地域お

こし協力隊が清水町の情報をお届けする「十勝清水町情報局」というアカ

ウントを作成しました。実際の運用は１０月からになり、今後はこのアカ

ウントの PR もすすめて、「地域の方が、地域をよく知り、地域の活動に参

加」しやすいよう努めていきたいと思います。 
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